
活動内容と成果
生き物への関心を高めるための多目的施設「バイオ
フィリア」を運営し様々なコンテンツを提供し、4か
月間で1,500人が来場した。生き物に関する1,000冊
以上の蔵書がある「生き物ブックカフェ」。盛口満氏
の原画を常時展示する「ゲッチョ先生イラストギャ
ラリー」や身近な自然再現したアクアリウムなどの
常設展示物のほか、月例イベントとしてサイエンス
カフェを実施している。中島淳氏（ドジョウ・水生昆
虫）、盛口満氏（インドネシアの自然）、中西希氏（ヤ
マネコ）、松尾公則氏（両生類）等の専門家を講師に
招き5回実施し累計164人が参加した。

活動内容と成果
●有識者6人へヒアリングを実施
●�佐賀県の中小企業7社、ステークホルダー7か所へ
のヒアリングを実施
●�東京都多摩地域の中小企業3社へのヒアリング、ス
テークホルダーへのヒアリングを実施
●�中小企業のヒアリング調査結果をウェブサイトに
日・英語で報告
●�海外の中小企業支援策について、英国の地域密着企
業に関する文献調査を実施しウェブページで報告
●�メディア露出7件（外部シンポジウム、セミナー、
雑誌へ寄稿にて調査内容を紹介、ウェブの事例紹
介をきっかけに佐賀県の中小企業1社が外部イベ
ント登壇など）

課　題
誰にも知られないまま消えてゆく自然や生き物を少
しでも減らす。自然とのかかわりを持てる人材を増
やす。

目　標
様々なコンテンツを提供し「自然を観る目」を持つ人
材を増やす。そのような人物が増えることで危機を
察知される自然も増加すると仮定し、間接的な自然
保護の実現を目指す。

課　題
中小企業は、地域経済を支える欠かせない存在だが、
取り巻く環境の厳しさを背景に、自社や地域社会へ
の持続可能性向上に関する取組みは限定的であると
思われる。

目　標
中小企業の持続可能性における現状と期待値の
ギャップを調査し、地域・社会の関係性の中で理解
し、ギャップを埋めるために必要なことを地域・社
会のシステムから考える。

（特非）　北九州・魚部

（一財）　CSOネットワーク

生き物好き発掘！身近な自然の危機を
察知できる人材を増やすための取り組み

持続可能性を高める中小企業をサポート
するツールの開発及びそれに向けた調査
～SDGs時代における地域のエコシステムを活用したアプローチ～

サイエンスカフェの様子

佐賀県での中小企業ヒアリング調査の様子

ゲッチョ先生イラストギャラリー

外部セミナーで中小企業調査に
ついて紹介

知識の提供・普及啓発

ひろげる助成

1年目

知識の提供・普及啓発

ひろげる助成

1年目

来場者数（概算） 1,500 人

中小企業への
ヒアリング数 10 企業

サイエンスカフェの
実施 5 回

メディア露出 7 件

今年度計画の達成度 80 ％

今年度計画の達成度 80 ％

目標達成度 30 ％

目標達成度 30 ％

苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
店舗の内装はほぼ会員のDIYにより
作られたのだが、プロジェクトマネ
ジメントができておらず、完成が予
定より1か月遅れた。

■工夫した点
生き物について興味を持ってもらえ
るよう、「ゲッチョ先生ギャラリー」
をはじめ今までにない魅力的なコン
テンツを用意した。

■苦労した点
調査対象の地域や中小企業を絞り込
む際に苦労した。年度後半のイベン
ト開催に関する各種調整にも苦労し
た。

■工夫した点
調査対象地域の中小企業や地域の状
況に詳しい方にあらかじめ調査協力
を依頼し、中小企業のヒアリングや
イベント企画を行った。

生き物のことが好き、嫌い関係なく改めて生き物に対して興味が引き出される空
間を創出するため、新たに「体験型ワークショップ」や「生き物をテーマにする作家
の個展」「生き物映画の上映会」などを実施する予定。

2019年度調査を踏まえ、有識者の助言も得ながら持続可能性における中小企業の
現状と期待値のギャップを埋めるためのサポートプログラムの開発に着手する。
また、海外の中小企業サポートについて視察調査を行う。
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